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菊地則雄:Mid Congress Tour “Katsuura Seaweed Collection Tour"開催記

2008年 5月， IPC9実行委員就任の打診があ り，館内調整

の後，受諾。当初，別の観光地のツアーを担当 とのことだっ

たが，準備等が困難と思われたので，千葉県立中央博物館分

館海の博物館のある千葉県勝浦での海藻採集ツアーに変更し

てもらった。8月上旬に， ツアー当日の潮位条件などと同様

の日を選んで，採集予定場所で見られる海議を調査，リスト

を作成した。また，当日のタイムスケジュール等の計画作成，

必要経費の計算等を行い，提出。10月，セ カン ドサーキュ

ラー (SC)に載せるツアーの英文案内と写真を提出。11月，

SCの文章等の確認。2009年 7月，ツアーを担当する観光会

社に，再度，計画，必要経費を提出したり，詳細の確認等。

参加者名簿を入手し，当日の詳細な計画立て。7月下旬から

開催日前にかけて配布資料の準備(当日の予定や諸注意を記

したもの，当館の刊行物など)や当日の段取りの決定，館内

説明等。前日は終日会場準備。当 日は，自分は博物館で受入

準備。分館海の博物館分館長の宮田昌彦氏に，東京からの参

加者の引率をお願い した。15:00に終了後，宮田氏が東京ま

で引率。 I~I 分は次の日 まで後片付け。 ざっ と振り返るとこの

ような経過だった。

8月51::1の当 日は， 34名の参加者が9:00すぎに博物館に

到着，館内で採集時の諸注意や予定等の説明を した後，早速

磯に出て採集を行った。天気はくもりだったが， 低気圧が南

海上にあったため予定の潮位よりも湖が高く波も荒く，残念

ながら予定より狭い範囲，短時間で採集を終了 した。昼食後

は館内で楳本作りなどの処理をしてもらった。今年はやや水

温が低かったせいか，いつもはすでに枯れて見られない種類

も採集されており ，多くの参加者から「海部が多くて素晴ら

しい場所だ」と言われ，「良いツアーだった」 と御礼を言わ

れた。苦労が報われると ともに， JI券浦がいかに海藻の盟富な

所かを再認識した。

今巨し ツアーを持って一番苦労したのは，開催日が8月上

旬の糊の良い日と いう，当館にとっては l年のうちでも最も

来館者の多い時期だ、ったことだ。その前の 6，7月も学校団

体などが磯観察等で多数来館する時期にあたり ，7月から開

催される企画展示の準備もあったので首がまわらなかった。

また資料の作成も当日の説明も苦手な英語で行わなければな

らず，そのあたりは宮田氏や観光会社の添乗員さんにだいぶ

お|世話になった。当日はあたふた した対応に終始してしまっ

たが， 何人かの参加者とはいろいろとお話ができて楽しかっ

た。「また採集に来ても良いか ?J との質問もあ り Iぜひど

うぞ」と答えた。参加者には様々なスタイルがあり ，終了時

刻ぎりぎりまで一生懸命サンフ。ルの処理をしているグループ

もあれば，「写真だけで良い」 と採集を していない方もいた。

海部のおしば、標本の作り方をす';1]らない方も いて，作り方を説

|朔させられたのには面食らった。

このような体験は二度とない と思うが， 今後のために気の

付いた点を少しあげておく 。

-当日は聞に入った観光会社の添乗員さんに大変お!立話にな

った。しかし今年になって関わったためか，すでに提出済

みだった計画案や経費計算などを何度か重複して求められ

たり ，煩わ しい面があった。特に観光中心のツアーなどは

最初から矧光会社に計画立てをお願いするのが良し功〉もし

れない。

-荒天の ときの代替計画も提出していたが， 実際は どうする

のかは，結局， うやむやになった。事実，ツアーの l週間

後には房総半島沖を台風が通過しており ，天気は大荒れで，

ツアー当日に当たっていたら大変だった。荒天の場合につ

いてはきちんと決めておくべきだったと思う 。

-午後の処理に使用する部屋ごとの名簿を用意 していたが，

参加者の変更がかなりあった上に，当日朝の段階でもはっ

きりとせず，あたふたした。せめて前日には確定できてい

たら助かった。

-参加希望者の便宜のため，ツアーの詳和!な案内を当館のホ

ームページ上に作成 して， SCのツアー案内文からリンク

を貼るようにお願い したが，結局貼ってもらえなかった。

最後になりま したが， )J勝浦まで来ていただいた参加者の

方々にお礼申し上げます。また，ツアーの運営に御協力いた

だいた宮田昌彦博士， 富塚W3子氏，参加者への資料として御

著書を多数提供し 3ただいた馬場将llijli博士に感謝します。

(千葉県立中央博物館分館海の博物館)

ツアー参加者(海の博物館にて)




